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中学部３年生修学旅行 

５月２８日、２９日の 2日間で横浜方面への修学旅行を実施しました。中学部 3年生の全員が参

加し、けがや体調不良なく無事に帰ってくることができました。 

1 日目は『八景島シーパラダイス』でイルカショーや海の生き物との触れ合いを楽しみ、宿泊先

では荷物の準備や片付けに進んで取り組む姿から、生徒たちの成長を感じました。 

２日目は『カップヌードルミュージアム』でカップヌードルの制作体験をし、『中華街』では昼食

や買い物を満喫していました。 

今後も様々な学校行事を予定しています。生徒一人一人が目標をもち、楽しく活動できるよう支

援してまいりますので、引き続き御理解と御協力をお願いいたします。 

「今」の積み重ねが未来につながる 
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 6 月 1日の授業参観後、他校の進路指導担当の主幹教諭をお招きし、「キャリア教育」をテーマ

とした保護者向け学習会を行いました。学習会では、「進路」や「キャリア」は遠い未来の話ではな

く、「今」を大切にし、できることを一つ一つ積み重ねながら、できそうなことに挑戦していくこと

が大切であるとのお話がありました。また、周囲からの「いいね」という賞賛が、自己肯定感を高

めていくというお話もありました。参加された皆様がうなずきながら耳を傾け、積極的に質問され

る様子からも、このような機会の意義を改めて実感しました。 

児童・生徒は、学校生活の中で、友達や先生との関わりを通して新たな発見や気付きを得ていま

す。また、友達の姿を見て「自分もやってみよう」という気持ちをもったり、できたことを周囲と

共有したりすることで、喜びがさらに膨らみ、次への意欲へとつながっていきます。学校としても

子供たちの気持ちに寄り添いながら、そのような場面を大切に育んでいきたいと考えています。 

「キャリア」という言葉には、「轍（わだち）」という意味があります。一人一人の「今」の積み

重ねが、その子の歩みとなり、その子自身の生き方としてのキャリアにつながっていきます。これ

からも、子供たちが自信をもって自分の道を歩んでいけるよう、支えてまいります。 




